
 

  

 

 

「桜梅桃李」という言葉が好き! 

それぞれ可憐に咲き使命を果たしながら人々の心

を和ませてくれる花・花・花。 

一人ひとりが今、居る場所で自分らしく生き、自分らしく

「きらきら」と輝いていける２１世紀でありたい…。 
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6 月１７日、あやま文化センターにて

「いきいき未来いが 201７」を開催しま

した。 

今回、オープニングに上野高校ギター・

マンドリン部の皆さんを迎え、フレッシュ

な演奏を披露していただきました。 

今年のテーマは「笑って笑って“イクイガ（伊賀を育てる）”～私だったら、あなただったら

どうする～」です。講師に鶴ヶ島市役所の千金亭値千金さん（本名、阪本真一さん）を招いて、

「じぇんだー・はらすめんと」の落語をしていただきました。落語を通して、“男”だから“女”

だからではなく、その人個人がどうなのかを考えるべきであり、男だ女だということ自体が「ジ

ェンダーハラスメント」であると、お話しいただきました。 

◆手のひらを太陽に  ◆恋 

◆海の声  ◆風になる 4曲を演奏 



今年度の男女共同参画白書が発表されました。 

世界に先駆け、人口減少社会に突入し、いか

にして労働力人口を維持し、生産性やイノベー

ション力を引き上げていけるかどうかが、持続

的成長の最大の課題です。この課題を解決する

には、働くことを希望する女性が仕事を持つよ

うになるだけではなく、働く女性がその希望に

応じ能力を十分に発揮できる働き方を実現でき

るかが鍵となります。 

○働く女性の活躍と現状と課題 

 15歳から 64歳までの生産年齢人口は、平成

7 年をピークに減少しています。しかし、24

年から 28年までの4 年間で、就業者数は 170

万人増加し、女性が 147万人増、男性が 23万

人増となっています。女性の就業拡大について

は、仕事と育児等の両立支援のため、保育所等

の育児基盤や育児休業制度等の整備・充実が大

きく働いたとみられますが、女性が職業を持つ

ことに対する意識が女性自身だけでなく男性を

含め、社会全体として変化してきたこともその

背景にあります。女性の就業が拡大し、就業者

に占める女性の割合が 43.5％と欧米諸国とほ

ぼ同水準ですが、一方で、管理的職業従事者*1

における女性の割合は近年増加傾向にあるもの

の、13.0％と低い水準にとどまり、欧米諸国の

ほか、シンガポールやフィリピンといったアジ

ア諸国と比べてもかなり低い状況です。 

女性の雇用者数は、平成27年、28年と２年

連続で増加数が拡大するとともに、２年連続で

正規雇用の増加が、非正規雇用の増加を上回り

ました。企業等において意思決定層に登用され

る女性を増やす必要がありますが、母集団とな

り得る女性の層に厚みがないのが実情です。女

性の管理職への登用を推進するためにも、この

層の女性の正規職員としての採用拡大の流れを

継続させ、管理職候補となる女性の増加につな

げることが常用となります。また、非正規雇用

のうち、「正規の職員・従業員の仕事がないから」

と不本意ながら非正規の雇用形態を選択してい 

る者の割合については、女性（11.5％）が男性

（24.8％）を大きく下回りますが、実数で見ると

女性は１４９万人、男性１４７万人と女性がやや

多くなっています。女性は、出産・育児等による

離職後の再就職にあたって非正規雇用者になるこ

とが多いですが、正規雇用に移行したいと考える

女性も少なくありません。女性の多様で柔軟な働

き方の選択肢を広げるとともに、女性の能力を十

分に発揮できる働き方を実現させるためには、非

正規雇用の女性の正社員転換・待遇改善が重要で

す。 

○女性活躍推進法によって広がりつつある女性

活躍推進の取組 

 男女雇用機会均等法の施行から３０年が経過

し、法制度の整備は大きく進展しましたが、実態

面での男女の格差は残っている状況にあります。 

これまでの施策と女性活躍推進法の大きな違い

は、就業分野における女性の活躍推進には、事業

主の役割が重要であるとの考えの下、女性活躍に

向けての取組を一過性のものに終わらせることな

く着実な前進を目指していることにあります。 

女性活躍推進法は、国や地方公共団体（特定事

業主）、３０１人以上の労働者を常時雇用する事業

主（一般事業主）に対して、女性の活躍推進に向

けた「事業主行動計画」（以下、「行動計画」とい

う。）の策定・公表等を義務付けています。特定事

業主の取組としまして、行動計画において「女性

職員の採用」「女性職員の登用」「男性職員の育児

休業取得」「男性職員の配偶者出産休暇及び育児参

加のための休暇取得」の４項目について数値目標

を設定するとともに、これら４項目の情報公表を

行なっています。 

（男女共同参画係） 

 

 

管理職従事者*１…就業者のうち、会社役員、企業の課長

相当職以上、管理的公務員をさします。 



 

  

  

  イクボスランキング１位は、三重県！！ 

仕事と家庭を両立し、部下の職場環境にも配慮する上司「イクボス」を推進するＮＰＯ
法人「ファザーリング・ジャパン」が、「イクボス宣言」を行った全国１８０の自治体を対
象に実施した「イクボス充実度アンケート調査」にて、三重県が１位になりました。 
  

 
鈴木英敬知事は、「イクボスが当たり前にな

ることは、県民の幸せにつながる。県内一致団
結して取組を加速させたい」と述べています。 
三重県は鈴木知事が平成２７年３月、広島県

知事に次ぎ全国で２番目にイクボス宣言をし
ました。２８年４月には男性の育児参画に熱心
な企業などでつくる「みえのイクボス同盟」を
発足させ、民間も巻き込んで施策を推進してい
ます。 

 

都道府県イクボス充実度 

ランキング 

第１位 三重県  

第２位 広島県    

第３位 鳥取県  

第４位 愛媛県・神奈川県 

 

働きたいけれど、具体的にどんなことをかんがえて

いけばいいのかしら・・・。 

そんな不安を抱えている女性の皆さんに、 

ファイナンシャルプランナーがアドバイス。 

再就職に向けて、一歩踏み出しましょう♪ 


